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1. はじめに 

 自律型ロボットには，電源，制御回路，アクチュエータ，

センサが必要である．電源，制御回路，アクチュエータ，

センサの小型化はロボットの小型化につながるため，様々

な研究が行われている．我々はハードウェアニューラルネッ

トワーク(以降 HNN と略記)を用いて，マイクロロボットを駆動

する研究を行っている．これまでに 5mm 程度の大きさのマ

イクロロボットの歩行に成功した[1]．しかし，外部から電源

供給で歩行を行ったため，自律型マイクロロボットの実現に

向けて，電源の搭載が課題であった．本稿ではマイクロロ

ボットに搭載可能な大きさの太陽電池の出力測定を行い，

マイクロロボットの制御回路の駆動について検討を行った

ので報告する． 

2. マイクロロボット用の制御回路 

今回使用した 6 足歩容変化 HNN は 6 個の細胞体モデ

ル，10 個の抑制性シナプスモデル，2 個の興奮抑制シナプ

スモデルで構成した．また，本 HNN は発振回路であり周期

的にパルスの発振を行う．興奮抑制性シナプスモデルの

VW に印加する電圧を変えることによって，波状歩行パター

ン，三脚歩行パターンを切り替えることができる．HSPICE を

用いたシミュレーション結果より，波状歩行時 0.55mW，三

脚歩行時 0.58mW の消費電力であった． 

3. 太陽電池の出力測定 

図 1 に東京大学の三田らが開発したシリコン太陽電池を

示す[2]．太陽電池の大きさは 7.5mm 角であり，144 個の太

陽電池セルで構成されている．この太陽電池は 144 個の太

陽電池セルを後加工によって，並列接続数，直列接続数を

自由に設計できる特徴がある． 

本稿では 2 種類の太陽電池の出力測定を行った．図 2

に 144 個の太陽電池セルをすべて直列接続した太陽電池

の出力測定を示す．閉回路電圧(Voc)は 67V であり，各太

陽電池セルの閉回路電圧の平均は 0.47V である．最大出

力は電圧 50V，電流 15.7μA の時の 0.79mW である．図 3

に並列接続を 12 個，直列接続を 12 個接続した太陽電池

の出力測定を示す．短絡電流(Isc)は 235μA であり，各太

陽電池セルの短絡電流の平均は 19.6μA ある．最大出力

は電圧 3.5V，電流 168μA の時の 0.59mW である． 

測定結果より，直列に 6 個，並列に 24 個の太陽電池セ

ルを接続した太陽電池は，電圧 2.9V，0.59mW の出力が得

られるため，制御回路を十分に駆動可能である．

 
4. まとめ 

本稿では太陽電池の出力測定を行い，マイクロロボット

用の制御回路の駆動について検討を行った．その結果，

太陽電池セルを直列に 6 個，並列に 24 個接続した太陽電

池は電圧 2.9V，0.59mW の出力が可能であったため，マイ

クロロボット用の制御回路が駆動可能であることを明らかに

した． 
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